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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

内
外
と
も
に
大
変
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
今
年
も

市
民
の
皆
様
の
生
活
と
福
祉
が
向
上
す
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
十
日
町
市
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
年
、
節
目
の

年
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
、
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
長
期
発
展
計
画
の
後
期

計
画
の
も
と
で
の
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
元
気
と
活
力

を
求
め
、
市
民
の
皆
様
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
基
本
と

し
て
、
効
率
的
で
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
新
た
な
決
意
で
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。な
か
で
も
、

雇
用
の
場
の
確
保
・
増
大
は
、
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。
働
き
た
い
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
一
人
ひ
と
り

の
切
実
な
願
い
に
こ
た
え
る
た
め
、
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
今
年
は
合
併
に
向
け
た
協
議
が
本
格
化
す
る
年
で

す
。
十
日
町
市
が
誕
生
し
て
か
ら
ま
も
な
く
50
年
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
間
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
大
き
く

広
が
っ
た
市
民
や
圏
域
住
民
の
日
常
活
動
範
囲
と
行
政
区
域

と
が
合
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
財
政
基
盤
の
強
化
や
行
政

の
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
と
同
様
に
、
国
や
県
の
支
援
を
い

か
し
て
、
日
常
生
活
・
活
動
圏
に
行
政
区
域
を
合
致
さ
せ
、

有
効
な
施
策
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
合
併
の
大
き
な
目
的

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
合
併
協
議
会
の
場
で
議
論
を
深
め
、

実
り
あ
る
合
併
に
向
け
て
最
大
限
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
大
き
な
楽
し
み
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
第
２
回
大
地
の
芸
術
祭
で
す
。
前
回
は
、「
ふ
る
さ
と

イ
ベ
ン
ト
大
賞
」
と
い
っ
た
大
き
な
評
価
を
い
た
だ
い
た
反

面
、
批
判
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
も
世
界
の
約
１
０
０
人

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見

に
耳
を
傾
け
、
前
回
よ
り
、
一
層
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
地
域
住

民
の
皆
様
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
語
り
合
い
、
汗
を
流
し
、

作
品
を
作
り
出
す
と
い
う
協
働
を
進
め
て
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
が
よ
り
楽
し
め
る
も
の
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
に
お
い
て
も
、
今
回
は
市
街
地
を
中
心
に
作
品
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
７
月
20
日
か
ら
９
月

10
日
ま
で
の
50
日
間
開
催
さ
れ
る
こ
の
壮
大
な
イ
ベ
ン
ト
に

皆
さ
ん
か
ら
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
大
地
の
芸
術
祭
に
あ
わ
せ
て
十
日
町
ス
テ

ー
ジ
越
後
妻
有
交
流
館
が
開
館
し
ま
す
。
数
多
く
の
議
論
の

う
え
に
よ
う
や
く
完
成
す
る
建
物
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
運

用
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
に
潤
い
を
与
え
、
に
ぎ
や
か
で

活
気
の
あ
る
十
日
町
圏
域
を
代
表
す
る
施
設
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
こ
と
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。 年

頭
の
あ
い
さ
つ

十
日
町
市
長
　
滝
　
沢
　
信
　
一
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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
自
然
の
力
を
利

用
し
た
り
、
今
ま
で
捨
て
ら
れ
て
い
た
資

源
を
有
効
に
使
っ
た
り
す
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
、
環
境
に
優
し
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
す
。新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
、

石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
化
石
燃
料
の
消
費

を
抑
え
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら
せ

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
開
発
は
、
太
陽

光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
14
年
１
月
か
ら
は
、
近
年

注
目
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物
利

用
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
雪
氷
の
冷
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

「
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

は
、
住
民
・
企
業
・
市
町
村
が
一
体
と
な

り
、
地
域
全
体
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
普
及

促
進
さ
せ
る
た
め
の
指
針
と
な
る
「
基
本

的
な
考
え
方
」
で
す
。

現
在
十
日
町
市
で
は
、
国
か
ら
の
全
額

補
助
を
受
け
な
が
ら
、
「
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
等
事
業
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

な
お
、新
潟
県
内
で
は
昨
年
７
月
現
在
、

十
日
町
市
を
含
む
23
の
市
町
村
が
同
ビ
ジ

ョ
ン
を
既
に
策
定
済
又
は
策
定
中
で
す
。

当
市
で
は
、
「
緑
豊
か
で
、
潤
い
と
安

ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
て
、13

年
３
月
に
十
日
町
市
環
境
基
本
計
画

”エ

コ
プ
ラ
ン
“
を
策
定
し
ま
し
た
。
以
来
、
国

の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
踏
ま
え
な
が
ら

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
社
会
づ
く
り
を

推
進
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
昨
年
７
月
か
ら
は
「
十
日
町
市
地
域
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
」

（
委
員
長
‥
白
樫
正
高

長
岡
技
術
科
学
大

学
教
授
）
を
設
置
し
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
昨
年
８
月
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
ほ
か
、
市
内
で
消
費

さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
や
潜
在
す
る
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
を
調
査
・
推
計
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
現
在
、
太
陽

光
（
熱
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
当
市
に
豊
富
に

降
り
積
も
る
雪
の
活
用
を
柱
に
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
先
駆
的
に

導
入
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
、
３
月
ま
で
に
当
市
で
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
導
入
す
る
際
の
「
基
本
的
な
考
え

方
」
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
削
減
さ
せ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
考
え

方
も
い
っ
し
ょ
に
推
進
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

負
荷
の
小
さ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。
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地域新エネルギービジョンの
策定を進めています

石油や天然ガスなど化石燃料に依存した社会は、地球温暖化や

資源の枯渇など地球規模の問題を引き起こすことが心配されてい

ます。この対策の一つとして、十日町市をはじめ全国の自治体で

は、化石燃料依存型の産業や交通、暮らしのあり方にいたるまで、

地域のエネルギー政策をとらえ直すビジョンづくりを進めています。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
問
合
せ

建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
克
雪
係

1
57
ー
３
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
52
ー
４
６
３
５

市
内
で
見
ら
れ
る

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
例
　

▼
製
麺
工
場
の
雪
室

▼
研
修
施
設
の
雪
室

▼
個
人
住
宅
の
雪
室
　

▼
個
人
住
宅
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

国の補助を得て太陽パネルを設置。日照

量の多い季節には売電をするほか、冬季

間も給湯・水の加温に利用しています。

落雪式屋根の軒下に雪室を設置し、落下

した雪を貯蔵します。溶けた冷水は室内

冷房や水洗トイレなどに利用しています。

半地下に雪を貯蔵し、冷熱エネルギーを

夏季の室内冷房に使用しています。日本

酒や草花などの貯蔵にも利用しています。

貯蔵室の隣に雪室を設置し、冷熱エネル

ギーをそば粉や布
ふ

海
の

苔
り

の保管や夏季の事

務室の冷房に活用しています。

調査票は住民基本台帳から無作為抽出した市民

2,000人に配布し、回収数は924（回収率46.2％）

でした。

全体としてエネルギーや環境問題への関心は高

いものの、技術などについてはまだまだ知らない

ことが多いという結果になりました。

市民の皆さんの意識
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異常気象の頻発�
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地 球 温 暖 化�

0 200 400 600 800
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太陽熱利用�

風 力 発 電�

0 200 400 600

バイオマスエネルギー�

太陽エネルギー�

雪氷熱エネルギー�

問３．今後十日町市で導入すべき�
　　　新エネルギー�

問２．新エネルギーに関して知っている技術�

問１．関心を寄せている環境問題�

612

482

475

737

684

625

540

390

334

新エネルギーに関するアンケート調査結果
地域新エネルギービジョンの策定に役立てるために、市民及び事

業所（工場、事務所、店舗など）の皆さんを対象に、新エネルギー

に関するアンケート調査を行いました。調査にご協力をいただき、

ありがとうございました。ここに調査結果の一部を紹介します。

調査票は十日町商工会議所の名簿から抽出した

150社に配布し、回収数は71（回収率47.3％）

でした。

全体としてエネルギーや環境問題への関心は高

く、助成制度などの環境が整えば導入の可能性が

あるという前向きな結果になりました。

事業所の皆さんの意識
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異常気象の頻発�

地 球 温 暖 化�

廃棄物の増加 �
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太 陽 光 発 電�

雪氷冷熱利用�

低公害車の導入�

0 10 20 30 40 50

冷暖房温度の適正化�

�

資源ごみの分別徹底�

昼休みの消灯�
　　などの節電�

問３．条件が整えば今後導入を�
　　　検討する新エネルギー�

問２．現在取り組んでいる対策�

問１．関心を寄せている環境問題�

45

44

40

49

40

37
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17
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◆
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

◆
十
日
町
市
の
取
り
組
み

◆
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
中

（複数回答による上位３項目） （複数回答による上位３項目）

新エネルギーに関するアンケート調査結果
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450人のランナーが走り初め

第24回十日町新雪ジョギングマラソン大会が１月２

日e、十日町中学校発着で開催されました。

新春恒例となったこの大会は、新座地区体育協会の主

催により、地域の皆さんが一丸となって運営している大

会です。今年も福岡県や広島市など県外からも多数の参

加がありました。新雪が降りしきるなか450人のランナ

ーは、思い思いに走り初めを楽しんでいました。

地域防災に心新た

１月５日a、総合体育館で十日町市消防出初式が行われ

ました。市内の消防団員1,150人のうち、班長以上の180人

が参加して、人員・姿勢・服装の点検などを行いました。

市長から、「地域の最大・最強の防災団体の規律ある勇姿

を拝見し、心強く、ありがたい。地域防災のため一層精進

してほしい」と訓示がありました。参加者は今年１年の防

災を誓い、最後に「火の用心」を三唱しました。

恒
例
の
出
発
式
が
元
旦
８
時
か
ら
十

日
町
郵
便
局
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

十
日
町
郵
便
局
管
内
で
配
達
さ
れ
た
年

賀
配
達
物
は
５
０
１
、
６
６
６
通
で
し

た
。
式
典
で
塚
原
局
長
は
来
賓
、
郵
便

局
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
な
ど
計
約
60

人
を
前
に
「
４
月
の
郵
政
公
社
化
を
控

え
、
郵
政
事
業
と
し
て
最
後
の
年
賀
配

達
と
な
る
。
元
気
に
年
賀
状
を
届
け
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
く

す
玉
が
割
ら
れ
る
中
を
、
配
達
員
が
新

春
の
町
に
出
発
し
て
い
き
ま
し
た
。

十
日
町
郵
便
局
元
旦
出
発
式

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
の
初
め
に
当
た
り
、
越
し
方
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
た
。
教
育
長
拝
命
以
来

早
く
も
９
か
月
が
経
過
し
、
教
員
時
代
と

は
異
な
っ
た
、
多
様
で
広
範
囲
な
活
動
と

遭
遇
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
丘
分
校
開
設
、
米
米
フ
ォ

ー
ラ
ム
、
成
人
式
、
大
地
の
芸
術
祭
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
「
花
狂
」、
ク
ロ
ア
チ
ア
チ
ー
ム

キ
ャ
ン
プ
、
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
生
誕

地
ま
つ
り
、各
種
表
彰
者
多
数
等
々
で
す
。

県
内
の
い
ろ
い
ろ
な
会
議
の
席
で
、
他

市
の
皆
さ
ん
に
よ
く
声
を
か
け
ら
れ
ま

す
。
「
十
日
町
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や

っ
て
い
ま
す
ね
。
い
い
で
す
ね
」
と
。
私

も
そ
う
思
い
ま
す
。
行
政
と
市
民
の
皆
さ

ん
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
構
築
し
た
、
た

く
さ
ん
の
催
事
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
に
お
い
て
も
週
五
日
制
完

全
実
施
の
な
か
、
教
師
と
児
童
生
徒
が
燃

え
に
燃
え
た
季
節
が
あ
り
ま
す
。
地
域
と

学
校
が
力
を
合
わ
せ
て
大
き
な
行
事
を
成

功
裏
に
導
い
た
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

十
日
町
は
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
。
こ

ん
な
に
い
ろ
い
ろ
な
場
で
が
ん
ば
っ
て
い

る
皆
さ
ん
が
居
ら
れ
る
と
の
感
を
強
く
持

っ
て
い
ま
す
。

教
育
長
の
立
場
で
見
れ
ば
、
教
育
予
算

は
少
な
い
で
す
。
学
校
の
備
品
が
十
分
に

整
え
ら
れ
た
ら
、
た
く
さ
ん
あ
る
施
設
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
出
来
た
ら
、
情
報
館
の

蔵
書
を
も
っ
と
増
や
し
、
新
し
く
出
来
た

ら
と
思
い
は
限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
今
の
財
政
下
で
は
致
し
方
が
あ
り
ま

せ
ん
。
「
米
百
俵
」
の
精
神
で
と
言
っ
た

と
こ
ろ
で
足
り
な
い
も
の
は
足
り
な
い
。

そ
う
も
い
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
参
加
で
き
る
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
人
の
力
が
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
る
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
せ
っ

か
く
計
画
さ
れ
た
市
や
地
域
の
行
事
に
自

分
を
置
い
て
み
る
こ
と
で
、
活
力
も
沸
い

て
き
ま
す
。
将
来
の
十
日
町
市
を
背
負
う

幼
児
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
指
し
、

親
が
、
家
庭
が
、
地
域
が
今
ま
で
以
上
に

か
か
わ
っ
て
み
る
こ
と
で
、
い
い
も
の
が

生
ま
れ
て
は
来
な
い
で
し
ょ
う
か
。

心
の
持
ち
よ
う
で
変
わ
る
な
ん
て
行
政

の
場
に
居
る
者
が
語
る
こ
と
で
は
な
い
と

言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

心
を
大
事
に
思
っ
て
い
る
新
年
で
す
。

教育長

4

現
在
、
設
立
準
備
を
進
め
て
い
る
「
十

日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
」の
中
に
、

新
市
の
将
来
構
想
を
検
討
・
策
定
す
る
委

員
会
を
組
織
す
る
予
定
で
す
。
つ
き
ま
し

て
は
同
委
員
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数
＝
２
人
以
内

◆
任
期
＝
平
成
15
年
２
月
〜
構
想
策
定
終

了
ま
で
（
12
月
末
ま
で
に
策
定
予
定
）

◆
応
募
資
格
＝
1
市
内
在
住
で
１
月
１
日

現
在
満
20
歳
以
上
の
人
2
市
で
設
置
す

る
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
で
な
い

人
3
今
後
、
月
１
回
程
度
開
催
す
る
会

議
に
出
席
で
き
る
人

◆
応
募
方
法
＝
小
論
文
「
私
の
描
く
あ
た

ら
し
い
ま
ち
」
（
８
０
０
字
程
度
）
を

提
出
※
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
載

◆
応
募
締
切
＝
２
月
10
日
b
（
郵
送
可
、

当
日
消
印
有
効
）

◆
審
査
＝
委
員
選
考
審
査
会
で
選
考

◆
結
果
＝
全
員
に
通
知
し
ま
す

◆
応
募
・
問
合
せ
＝
十
日
町
市
合
併
推
進

課
（
〒
９
４
８
│
８
５
０
１
千
歳
町
３

│
３
1
57
│
３
１
１
１
内
線
２
８
１
）

市
町
村
合
併
の
歩
み

◆
将
来
構
想
検
討
委
員

を
募
集
し
ま
す

合
併
準
備
を
行
う
た
め
、
昨
年
11
月
に

中
里
村
役
場
内
に
設
置
し
た
「
十
日
町
広

域
圏
合
併
任
意
協
議
会
設
立
準
備
会
」
の

事
務
所
が
、
１
月
６
日
b
に
移
転
し
ま
し

た
。
具
体
的
な
合
併
準
備
に
向
け
た
、
事

務
や
人
員
の
拡
張
に
対
応
す
る
た
め
の
移

転
で
す
。

◆
移
転
先
＝
〒
９
４
８
│
０
０
８
５
市
内

西
寺
町
（
旧
織
物
会
館
２
階
）

◆
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
＝

1
52
│
７
７
２
５
　
5
52
│
７
７
２
６

第１回十日町広域
圏合併任意協議会
を開催します
どなたでも傍聴できます。

◆開催日＝１月25日g

◆時間＝午前９時30分～正午

◆会場＝中里村ユーモール２階

◆問合せ＝十日町広域圏合併任

意協議会設立準備会

◆
合
併
任
意
協
議
会

設
立
準
備
会
が
移
転
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昭
和
23
年
に
勤
務
先
を
や
め
て
、
前
年
に

父
が
再
開
し
た
織
物
製
造
業
の
道
に
入
り
ま

し
た
。古
織
機
を
借
り
て
は
じ
め
ま
し
た
が
、

家
族
が
13
人
お
り
、
す
べ
て
の
作
業
を
家
内

労
働
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
初
は
作
業
工
程
で
の
失
敗
も
あ
り
ま
し

た
が
、
同
じ
失
敗
は
２
度
繰
り
返
さ
な
い
と

い
う
信
念
を
持
ち
続
け
て
、
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
ま
し
た
。

仕
事
量
が
順
調
に
増
え
、
市
街
地
の
工
場

の
２
階
を
借
り
、
絣
の
準
備
工
程
を
移
し
ま

し
た
。
35
年
に
会
社
を
設
立
し
、
36
年
に
は

四
日
町
に
工
場
を
建
設
し
、
本
社
も
移
転
し

ま
し
た
。

従
業
員
は
織
物
全
盛
時
の
４
分
の
１
ほ
ど

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
社
員
と
一
丸

と
な
っ
て
、
十
日
町
織
物
の
伝
統
を
守
る
た

め
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
反
物
を
利
用
し
た
新
分

野
の
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
機
屋
は
３
代
続
い
た
た
め
し
が
な
い
」

と
親
か
ら
言
わ
れ
た
と
お
り
、
苦
労
の
連
続

で
し
た
が
、
お
か
げ
で
３
代
目
も
伝
統
工
芸

士
に
認
定
さ
れ
活
躍
し
て
い
ま
す
。

仕
事
が
生
き
が
い
で
、
今
も
機
織
り
、
織

機
修
理
、撚
糸
な
ど
何
で
も
や
っ
て
い
ま
す
。

伝
統
工
芸
士
の
全
国
大
会
に
７
年
連
続
で

出
席
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
後
進
の
指
導

に
役
立
て
て
い
ま
す
。

阿
部
茂
壽
さ
ん（
水
野
町
）

先
祖
、
先
代
が
築
き
上
げ
た
十
日
町
紬
や
明
石

縮
み
を
何
と
し
て
も
後
世
に
残
す
こ
と
が
私
た

ち
の
責
務
で
す
。
産
地
あ
っ
て
こ
そ
の
自
分
た

ち
で
す
か
ら
。

十

昭
和
４
年
生
ま
れ
の
74
歳
。
勇
屋
織
物
㈱
の
２

代
目
。
平
成
元
年
に
十
日
町
絣
染
色
部
門
の
伝

統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
る
。
14
年
に
日
本
伝
統

工
芸
士
会
会
長
表
彰
受
賞
。
前
（
第
４
代
）
十

日
町
伝
統
工
芸
士
会
会
長
。

10

う
ち
の
め
ご
ち
ゃ
ん
募
集
中
で
す
。

消防士さんが大好きで、「きおつけ」の号令をする颯太ちゃん。人なつこ

く、興味のあるものをつぎつぎに吸収する毎日です。妹の愛友里ちゃんを

あやしたり、抱きしめたりと、お兄ちゃんぶりもたっぷりと発揮してくれます。

なかやまそうたちゃん　平成12年12月7日生まれ
あゆりちゃん　平成14年６月7日生まれ　加賀糸屋町

中
　
山
　
颯
　
太

愛
友
里
ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

社
会
全
体
が
高
齢
化
す
る
中
で
、

年
を
取
っ
て
も
健
康
で
い
た
い
と
い

う
の
は
市
民
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
に
暮
ら
せ
る
寿
命

「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
す
た
め
の
基

本
は
、
食
生
活
の
改
善
や
運
動
に
励

む
こ
と
な
ど
で
す
。
十
日
町
市
で
は

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
栄

養
士
や
保
健
師
が
健
康
相
談
や
健
康

教
室
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
個
人
の
健
康
づ
く
り
は

一
人
ひ
と
り
の
実
践
が
と
も
な
っ
て

こ
そ
、
成
果
が
あ
が
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
市
内
で
も
、
行
政
と
い
っ

し
ょ
に
、
住
民
自
ら
が
行
う
健
康
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
全
国
組
織

の
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
）
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
や
ま
な
会
」
は
、
昭
和
44
年
に

栄
養
教
室
の
修
了
者
が
、
健
康
づ
く

り
の
学
習
を
継
続
し
た
い
、
学
ん
だ

こ
と
を
地
域
に
役
立
て
た
い
と
い
う

感
謝
の
気
持
ち
か
ら
結
成
し
た
、
十

日
町
市
の
食
生
活
改
善
推
進
員
組
織

で
す
。
現
在
、
１
０
１
人
の
会
員
が

い
ま
す
。

や
ま
な
会
で
は
、
「
私
た
ち
の
健

康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
「
健
全
な
食
生
活
や
生
活
習

慣
の
定
着
で
生
活
習
慣
病
の
予
防
」

を
目
標
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学

ん
だ
こ
と
を
自
ら
実
践
し
、
家
族
の

健
康
管
理
を
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

活
動
の
輪
を
地
区
に
広
め
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
保
健
師
と
と
も
に
生
活
習

慣
病
予
防
の
調
理
講
習
会
の
開
催
、

隣
近
所
の
お
茶
飲
み
会
で
の
健
康
情

報
の
提
供
、
伝
統
食
の
あ
ん
ぼ
に
ス

キ
ム
ミ
ル
ク
を
加
え
た
骨
粗
鬆
症
予

防
食
の
開
発
、
健
康
フ
ェ
ア
な
ど
で

生
活
習
慣
病
予
防
の
宣
伝
な
ど
の
活

動
で
す
。

十
日
町
市
で
は
、
15
年
度
も
養
成

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
あ
な
た
も
セ
ミ
ナ
ー
を
受

講
し
、
健
康
づ
く
り
の
実
践
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
合
せ
＝
や
ま
な
会
事
務
局
（
健

康
福
祉
課
健
康
増
進
係
内
1
57
│
３

１
１
１
内
線
１
４
３
）

私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で

健
康
づ
く
り
は
行
政
と

市
民
の
二
人
三
脚

「
や
ま
な
会
」は
健
康

づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー

㈱
山
津
電
機
に
勤
め
て
１
年
８
か
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
障
害
を
持
つ
私
を
徳
永
専
務
が

「
う
ち
で
働
い
て
み
な
い
か
」と
誘
っ
て
く
れ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
皆
さ
ん
が
心
配
り

を
し
て
く
れ
る
温
か
な
職
場
で
す
。
仕
事
で

は
、
主
に
輸
出
向
け
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
の
レ
ン
ズ
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

体
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
た
な
世
界
に
出
会

え
た
こ
と
が
や
り
が
い
で
す
。

趣
味
は
車
イ
ス
バ
ス
ケ
で
す
。
昨
年
１
月

か
ら
長
岡
の
ク
ラ
ブ
に
入
り
、
10
人
ほ
ど
の

仲
間
と
月
に
２
〜
３
回
の
練
習
に
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
相
談
し
あ

え
る
仲
間
が
い
る
こ
と
が
励
み
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

私
は
高
校
時
代
に
交
通
事
故
で

大
け
が
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
か

ら
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
が
あ
た

り
ま
え
で
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

事
故
を
き
っ
か
け
に
自
分
で
も
で

き
る
ん
だ
と
い
う
信
念
と
、
決
し

て
他
人
の
せ
い
に
し
な
い
と
い
う

こ
と
を
心
に
誓
い
ま
し
た
。
友
人

の
あ
り
が
た
み
も
痛
感
し
ま
し
た
。

将
来
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
ま
た
は
バ
イ
ク
関
係
の

開
発
や
部
品
販
売
に
携
わ
り
た
い
で
す
ね
。

自
分
で
作
っ
た
も
の
、
努
力
し
た
も
の
を

他
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
好
き
な
ん

で
す
。20
年
以
内
に
は
か
な
え
た
い
で
す
ね
。

水落洋
ひろし

さん

1981年生

㈱山津電機勤務

職
場
、
友
人
、
夢
…
み
ん
な
宝
物
で
す

青
春

リ
レ
ー

94
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ゆずります……

品　　　名番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

規　格 希望価格

ミ ニ 四 駆 コ ー ス
（ほとんど未使用）

セット時８畳 無　料

オ ル ガ ン 無　料

スタットレスタイヤ
ワゴンＲ

（１シーズン使用）

ダンロップ
145R･12 相談で

南中女子制服上下
夏スカート付き

サイズＭ 無　料

テーブル１台・イス４脚 120㎝×75㎝ 無　料

ゲ ー ム 機 相談で

ヤンマー　バインダー １条刈 相談で

雪 ト ヨ ３　本 無　料

マラソンシューズ
（ソーティージャパンワイドサイズ）

2002モデル
27㎝
3回使用

5,000円

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

琴 相談で

電 話 機 ・ 子 機 付 3,000円

洗 濯 機 ２槽式 無　料

車 い す ３～４台
1台
3,000円位

ジ ュ ニ ア シ ー ト 無　料

体 育 用 マ ッ ト 中古でも可 無　料

M D ラ ジ カ セ 相談で

スノーボード一式 相談で

アルペンスキー一式 160～165㎝ 相談で

洗 濯 機 全自動 相談で

カ ラ ー テ レ ビ 14型 相談で

石 油 ス ト ー ブ お湯を沸か
せるもの 相談で

電 話 機 留守電機能付 相談で

*消費者協会（市民生活課生活環境係内線159）へ

*ゆずります受付開始 １月16日e 午前９時

ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください

ゆずってください……

４
月
１
日
付
採
用
の
介
護
支
援
専

門
員
１
名
を
募
集
し
ま
す
。
■
受
験

資
格
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
人
①
昭
和
37
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
人

②
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す

る
人
③
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
す

る
人
④
広
域
６
市
町
村
在
住
で
通
勤

可
能
な
人
■
採
用
試
験
日
＝
２
月
９

日
a
※
合
格
発
表
は
２
月
中
旬
■
試

験
内
容
＝
一
般
教
養
試
験
、
面
接
■

申
込
み
・
問
合
せ
＝
１
月
31
日
f

（
前
日
30
日
e
消
印
有
効
）
ま
で
に

申
込
み
書
類
（
申
込
み
先
に
配
置
）

を
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
（
幸
町

1
58
│
２
０
５
０
）
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
受
付
は
平
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

■
応
募
締
切
＝
３
月
28
日
f
■
応

募
・
問
合
せ
＝
新
潟
県
動
物
愛
護
協

会
十
日
町
支
部
事
務
局
（
十
日
町
健

康
福
祉
事
務
所
衛
生
環
境
課
内
1
57

│
２
７
０
７
）

■
日
時
・
会
場
・
医
師
＝
▼
１
月
28

日
c
午
後
２
時
〜
３
時
・
十
日
町
市

保
健
セ
ン
タ
ー
・
山
下
医
師
（
中
条

第
二
病
院
）
▼
２
月
４
日
c
午
後
２

時
〜
３
時
・
中
里
村
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
須
賀
医
師
（
中
条
第
二
病
院
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課

健
康
増
進
係
（
内
線
１
４
４
）
ま
た

は
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所
（
1
57

│
２
４
０
０
）

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
の
説
明
会

で
す
。
確
定
申
告
期
間
中
は
相
談
会

場
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
■
日

時
＝
２
月
３
日
b

・
４
日
c

の
午

前
10
時
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
３
時

30
分
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
■
対
象
＝

①
年
金
受
給
者
②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
■
持
参

書
類
＝
①
②
共
通
‥
印
鑑
、
ボ
ー

ル
ペ
ン
、
計
算
用
具
、
申
告
者
本
人

の
預
貯
金
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

①
の
人
の
み
‥
年
金
の
源
泉
徴
収

票
、
年
金
以
外
の
収
入
が
あ
る
場
合

は
そ
の
所
得
金
額
が
わ
か
る
書
類
、

各
種
保
険
料
控
除
証
明
書
②
の
人

の
み
‥
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、

医
療
費
の
領
収
書
（
証
明
書
）
■

問
合
せ
＝
十
日
町
税
務
署
（
1
52
│

３
１
８
１
）

15
年
度
の
成
人
式
を
５
月
３
日

（
憲
法
記
念
日
）
午
前
11
時
か
ら
ク

ロ
ス
10
で
行
い
ま
す
。
市
内
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
新
成
人
に
は
２
月

中
旬
に
案
内
文
書
を
郵
送
し
ま
す
。

■
該
当
者
＝
昭
和
57
年
４
月
２
日
〜

58
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
■
問
合

せ
＝
公
民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１

１
）
・
各
地
区
公
民
館

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
１
月

25
日
g
午
後
３
時
〜
■
会
場
＝
情
報

館
■
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５

１
０
０
）

■
日
時
と
内
容
＝
▼
１
回
目
‥
２
月

６
日
e
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
45
分

「
総
論
│
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
つ
い
て(

意
義
・
必
要
性
・
有
用

性
）」
▼
２
回
目
‥
２
月
18
日
c
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
「
各
論
│

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
設
立
に

つ
い
て
」
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
■
参

加
費
＝
無
料
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝

十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
福
祉

課
（
1
57
│
２
４
０
０
）

■
日
時
＝
１
月
20
日
b
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分
■
会
場
＝
県
十
日
町

総
合
庁
舎
■
テ
ー
マ
＝
更
年
期
の
か

ら
だ
の
変
化
と
す
ご
し
方
■
講
師
＝

た
か
き
医
院
高
木
茂
子
副
院
長
■
参

加
費
＝
無
料
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝

十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健

課
（
1
57
│
２
４
０
２
）

く
ら
や
み
豆
ま
き
、
大
型
か
る
た

取
り
、
福
笑
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
＝
１
月
25
日
g
午
後
１
時
30

分
〜
■
会
場
＝
公
民
館
本
館
■
参
加

費
＝
一
人
２
０
０
円
■
問
合
せ
＝
水

落
静
子
（
1
56
│
２
１
４
４
）

■
会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
■
定
員
＝
18
人
（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
東

北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
1
52
│

３
１
０
７
）

【
和
み
の
れ
ん
会
シ
ェ
フ
に
よ
る
簡

単
お
い
し
い
「
お
酒
の
お
つ
ま
み
」】

■
日
時
＝
１
月
28
日
c
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
■
参
加
費
＝
５
０
０
円
■

申
込
み
期
限
＝
１
月
22
日
d

【
手
作
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
】

■
日
時
＝
２
月
５
日
d
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
■
参
加
費
＝
６
０
０
円
■

申
込
み
期
限
＝
１
月
29
日
d

■
応
募
資
格
＝
平
成
15
年
度
に
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
に
進
学
予
定
か
在

学
中
で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
。
①
保
護
者
が
十
日
町
市
民
と
な

っ
て
か
ら
３
年
以
上
経
過
し
て
い
る

人
②
学
業
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ

る
人
③
経
済
的
な
理
由
で
学
資
の
支

払
い
が
困
難
な
人
④
心
身
と
も
に
健

全
な
人
■
奨
学
金
月
額
＝
▼
高
等
学

校
‥
１
０
、
０
０
０
円
▼
高
等
専
門

学
校
‥
１
８
、
０
０
０
円
▼
市
内
専

修
学
校
‥
１
５
、
０
０
０
円
▼
市
外

専
修
学
校
‥
２
０
、
０
０
０
円
▼
短

期
大
学
‥
３
５
、
０
０
０
円
▼
大
学

‥
３
５
、
０
０
０
円
■
貸
与
期
間
＝

15
年
４
月
か
ら
、
在
学
す
る
学
校
の

最
短
終
業
年
限
の
終
わ
り
ま
で
■
提

出
書
類
＝
①
奨
学
金
貸
与
願
書
（
申

込
先
に
配
置
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
可
）
②
在
学
（
卒
業
）
学

校
長
の
推
薦
書
③
成
績
証
明
書
④
戸

籍
謄
本
と
住
民
票
謄
本
⑤
医
師
の
健

康
診
断
書
⑥
14
年
度
市
県
民
税
所
得

課
税
証
明
書
（
世
帯
全
員
が
載
っ
て

い
る
も
の
）
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝

２
月
28
日
f
ま
で
に
教
育
委
員
会
庶

務
管
理
課
（
内
線
３
２
２
）へ
。３
月

下
旬
に
奨
学
生
を
内
定
し
、
３
月
末

ま
で
に
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
対
象
＝
看
護
師
・
理
学
療
法
士
な

ど
の
養
成
学
校
に
学
び
、
卒
業
後
市

内
で
そ
の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す

る
人
で
、
教
育
委
員
会
の
市
奨
学
金

を
受
け
て
い
な
い
人
■
貸
与
月
額
＝

２
５
、
０
０
０
円
■
提
出
書
類
＝
①

貸
与
申
請
書
（
申
込
先
に
配
置
）
②

成
績
証
明
書
③
健
康
診
断
書
④
保
証

書
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
28
日

f
ま
で
に
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

（
内
線
１
４
１
）

４
月
１
日
付
採
用
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
あ
か
ね
園
の
施
設
長
（
園

長
）
１
名
を
募
集
し
ま
す
。
■
受
験

資
格
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
人
①
昭
和
16
年
４
月
２
日
〜
21
年

４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
高
等
学
校
卒

業
以
上
の
人
②
社
会
福
祉
、
介
護
保

険
関
係
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

か
ま
た
は
同
等
以
上
の
能
力
を
有
し
、

施
設
を
適
切
に
管
理
運
営
す
る
能
力

の
あ
る
人
③
自
動
車
運
転
免
許
証
を

有
す
る
人
④
広
域
６
市
町
村
在
住
で

通
勤
可
能
な
人
■
申
込
み
・
問
合
せ

＝
２
月
18
日
c
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
申
込
み
書
類
（
申
込
み
先
に

配
置
）
を
（福）
あ
か
ね
会
事
務
局
（
川

西
町
大
字
上
野
甲
２
８
９
６
番
地
２

な
か
ま
の
家
内
1
68
│
４
０
１
３
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
は
、

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■十日町地域福祉基金へ＝庭野由

造（本町６－３・120,000円）

■十日町市へ＝本町クリニック

（車イス２台）

■十日町市平和基金へ＝原水爆禁

止十日町市協議会（600,000円）

■情報館へ＝丸山克巳（南鐙坂）

阿部昌義（寿町２）全日本写真

連盟十日町支部　生越孝（長野

県）石沢昇（神奈川県）

■博物館へ＝雲野和夫（孕石）

■社会福祉事業へ＝野田スミイ

（春日町２・30,000円）

■赤い羽根共同募金へ＝㈱小嶋屋

（本町４・100,000円）

寄付ありがとう
12月25日届出分まで（敬称略）

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

心
の
健
康
相
談

15
年
度
市
奨
学
生
募
集

看
護
師
・
理
学
療
法
士
等

修
学
資
金
貸
付
金

妻
有
福
祉
会
職
員
募
集

（福）

女
性
の
た
め
の
健
康
講
話

十
日
町
お
や
こ
劇
場

新
春
く
ら
や
み
豆
ま
き
会

在
宅
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
性
化
講
習
会

第
15
回
日
本
動
物
児
童
文

学
賞
作
品
募
集

成
人
式
は
５
月
３
日
で
す

１
月
の
ど
ん
ぐ
り

お
は
な
し
の
へ
や

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

事
前
還
付
説
明
会

あ
か
ね
会
施
設
長
募
集

（福）第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

企
画
発
表
会

７
月
20
日
、
い
よ
い
よ
開
催
さ
れ

る
第
２
回
大
地
の
芸
術
祭
。
準
備
活

動
の
報
告
や
参
加
作
家
・
イ
ベ
ン
ト

紹
介
を
中
心
に
、
芸
術
祭
全
体
の
概

要
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
平
山
県
知

事
を
迎
え
、て
い
談
も
行
い
ま
す
。入

場
無
料
で
ど
な
た
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
■

日
時
＝
２
月
１
日
g
午
後
６
時
〜
８

時
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
大
ホ
ー
ル
■

問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
企
画
振
興
課
（
1
57
│
２
６
３
７
）

スノーボード一式 男性用 相談で
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◆
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

元
日
の
す
が
す
が
し
い
天
気
が
一
転
し

て
、
連
日
の
降
雪
と
な
り
ま
し
た
。
５
日

に
総
合
体
育
館
で
十
日
町
市
消
防
出
初
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
外
は
大
雪
で
し
た
。

一
昨
年
の
１
月
４
日
に
発
生
し
た
震
度
５

弱
の
地
震
を
思
い
出
し
、
防
災
意
識
を
普

段
か
ら
持
ち
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

さ
て
、
恒
例
の
節
季
市
が
始
ま
り
ま
し

た
。
縁
起
も
の
の
「
チ
ン
コ
ロ
」
を
は
じ

め
、
雪
国
の
風
物
詩
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
村
）

◆
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

毎
年
、
わ
が
家
の
前
を
駆
け
抜
け
る
新

座
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
の
皆
さ
ん
へ
と
、
テ

レ
ビ
の
中
の
箱
根
駅
伝
へ
と
交
互
に
声
援

を
送
る
と
、
年
が
明
け
た
こ
と
を
実
感
し

ま
す
。

今
年
の
箱
根
は
16
年
振
り
に
、
見
て
い

て
と
て
も
つ
ら
く
な
る
繰
り
上
げ
ス
タ
ー

ト
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
市
報
も
１
年

24
回
、
皆
さ
ん
に
よ
り
わ
か
り
や
す
い
広

報
紙
と
し
て
届
け
ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り

ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
田
）

■発行/十日町市役所　〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地　TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.ni igata.jp URL http://www.city.tokamachi.ni igata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

■人　口　43,557人

男　21,319人

女　22,238人

■世帯数　13,217世帯

(△12）

(△1）

(△11）

(△3）

市民の動き
12月末現在（ ）は前月からの増減

編
集
後
記

ま
ち
の
文
化
財

妻有の宝物

市内四日町にある神宮寺は、寺域全体に杉の木立ちがしげり、参道敷石の両側には美しい苔
こけ

が敷きつめられていて、荘厳な雰囲気を醸し出しています。

寺伝は、本尊の観世音が平安時代の大同２年（807）に来
らい

迎
ごう

し、征夷大将軍坂上田村麻呂を

開基として、翌年七
しち

堂
どう

伽
が

藍
らん

が整えられたと伝えます。長い歴史の中で宗派も変わり盛衰を繰り

返したことが残された記録や伝承からうかがえますが、広目天像背板裏面銘文から応安３年

（1370）時点で「天福山神宮禅寺」だったことが分かり、越後最古の禅宗寺院だった可能性も

濃くなっています。さらに、境内の南側に堀と思われる沢、北側には中世城館跡の特徴である

郭
くるわ

の遺
い

構
こう

もみられて往時の様相をしのべます。また、境内から離れた東南方向にある神宮寺墓

所と日本回国供養塔も、古い時代の寺域に含まれるものとして追加指定されました。

現在の境内には、観音堂・山門、稲荷社、十一面堂、神宮寺伽藍などが点在し落ち着いたた

たずまいを見せています。 （文化財課）

市指定史跡/神宮寺境内地及び山林
附：墓地・日本回国供養塔及び塚
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